









大 塚 伸 夫
はじめに
現代日本の社会現象として、少子化、高齢化、地方の過疎化、核家族化、孤独死など、多岐にわたる問題がテレ


















































































































































































































































































































１）日本の人口の高齢化と少子化の傾向は、すでに［藤井 p.72］に指摘されているので、ほぼ 40 年も前の 1970
年代には問題視されていたことがわかる。
２）村落共同体の分解現象の分析に関しては［寺田］が詳しい。
３）無縁死・孤独死については、近年 NHK テレビの特集番組が放送されたことがある。この番組は筆者も見たこ
とを記憶しているが、詳細は［村上 p.34］を参照されたい。
４）こうした書籍には、島田裕巳著『葬式は、要らない』（幻冬舎新書 157、2010 年）、門賀美央子著『自分でつ
ける戒名』（エクスナレッジ、2011 年）、吉澤武虎著『自然葬のススメ』（アスキー新書、2012 年）などが出
版されている。
七
仏教と現代日本の社会現象について
20
５）こうした新興宗教の団体から行われる寺院への排斥運動については筆者も体験したので、その体験に基づいて
本稿では論ずるが、参考文献の［西山 p.7］、［大西］に詳細に論述されているので参照されたい。
６）葬祭業者それ自体も、業務内容が変遷しているのである。その詳細は［村上 pp.14-20］を参照されたい。
７）葬儀の変容に関しては［村上 pp.11-35］で詳細に論じられている。
８）戦後の宗教法人の制定により、変革を迫られた仏教寺院の動勢については、［藤井 pp.67-71］に詳しいので参
照されたい。
９）寺檀関係の希薄化については、［瀧澤］の現地調査を踏まえた報告に詳しい。さらに本書掲載の名和清隆氏に
よる論文も参照されたい。
10）講の活動に関しては［平山］を参照されたい。
11）ほんの一例に過ぎないが、［瀧澤 p.12］にも年中行事参加者の減少化が指摘されている。また過疎化の進む地
方において、寺院を中心とした「町おこし」や「縁日」を盛り上げて、活性化しようとする活動も見られる。
詳細は、本書掲載の鈴木行賢氏による論文を参照されたい。
12）［藤井 pp.77-78］によれば、かつて仏教教団は「寺院経営と教化活動とを同時に果たすことのできる信仰教団
への再生をめざして」近代化の路線を歩みはじめたとして、各宗派の運動とスローガンを紹介しているが、現
在の状況に対応できる体質改善と新たな運動を全仏教教団的規模で実行すべき時期に来ていると考える。
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